
  

組合の機関の求めにより出頭した者の 

実費弁償に関する条例 

 

昭和４８年 ６月 ４日 

条   例  第 ２ 号 

  

改正  

昭和６１年 ９月２９日条例第３号  平成 ２年 ２月２８日条例第２号

平成 ９年 ２月２６日条例第２号  平成２４年１２月１９日条例第７号 

 

 （目的及び適用範囲） 

第１条 この条例は、地方公務員法（昭和２５年法律第２６１号）第３条に

規定する一般職及び特別職の常滑武豊衛生組合職員以外の者で次に掲げる

者に対して支給する実費弁償について定めることを目的とする。 

 （１）地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１００条第１項後段の規

定により、議会が行う調査のため出頭した者 

（２）地方自治法第１９９条第８項の規定により、監査委員の要求に応じ

出頭した者 

 （３）地方公務員法第８条第６項の規定により、証人として公平委員会の

求めにより出頭した者 

（４）その他、組合の機関の求めにより出張した者 

（実費弁償の支給方法） 

第２条 実費弁償は、出頭し、又は出張したとき別表により支給する。ただ

し、管理者が必要と認めたときは、その範囲内において定額弁償とするこ

とができる。 

２ 前項に定めるものを除くのほか、職員以外の者で組合の機関の求めによ

り公務の遂行を補助するため旅行した者に対し、実費弁償を支給すること

ができる。ただし、愛知県内の旅行又は愛知県外の旅行で宿泊を伴わない

ものにおける日当は支給しない。 

 （委任） 



  

第３条 この条例の実施について必要な事項は、管理者が定める。 

  附 則 

 この条例は、公布の日から施行し、昭和４８年６月１日から適用する。  

  附 則（昭和６１年９月２９日条例第３号） 

 この条例は、公布の日から施行する。 

  附 則（平成２年２月２８日条例第２号） 

 この条例は、平成２年４月１日から施行する。 

  附 則（平成９年２月２６日条例第２号） 

 この条例は、平成９年４月１日から施行する。 

   付 則（平成２４年１２月１９日条例第７号） 

 （施行期日） 

１ この条例は、公布の日から施行する。ただし、別表の改正規定は、平成

２５年４月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ 改正後の組合の機関の求めにより出頭した者の実費弁償に関する条例第

２条第２項及び別表の規定は、この条例の施行の日（以下「施行日」とい

う。）以後に出発する旅行及び施行日前に出発し、かつ、施行日以後に完了

する旅行のうち施行日以後の期間に対応する分について適用し、当該旅行

のうち施行日前の期間に対応する分及び施行日前に完了した旅行について

は、なお従前の例による。 

 

 

別表 

日         当 

（１日につき） 

宿    泊    料 

（１夜につき） 

 

 ２，６００円 

 

 

 １４，０００円 

 

 


